
2015年度事業報告



 TICAD関係会合への参加
 2015年7月エチオピアにて開発資金会議に参加
 2016年3月ジブチにてTICADⅥ高級実務者会合に参加

 アフリカ連合関係者との対話
 2015年7月エチオピアにてAUのTICAD担当者と面会
 2015年10月東京にてAUのTICAD担当者と面会

外務省との対話
 2015年12月24日 第1回TICAD VI に関する外務省と市民ネットワーク

for TICADとの対話
 2016年2月17日 第2回対話
 それ以外にも不定期に外務省アフリカ第2課関係者と世話人で小規模
会合を開く

 在京アフリカ外交団との対話
 2015年4月30日 在京アフリカ外交団大使会議出席

 モザンビーク、ウガンダ、ガボン、ケニア、ブルキナファソの各大使と世
話人の打ち合わせ（不定期）

Afri-can 2015年度ネットワーク・政策提言活動



おもな成果
 AU関係者とのコネクションづくり
 TICAD市民社会ポジションペーパーの作成および提出

Afri-can 2015年度ネットワーク・政策提言活動

アフリカ連合本部にAUのTICAD関係者と（2015年7月）



Afri-can 2015年度ネットワーク・政策提言活動

CCｆAアフリカ市民社会との対話
 2015年７月：ケニアの市民社会との連携に向けた調
査（ケニア・ナイロビ）

 2015年11月：アフリカ市民協議会（CCfA）総会←新執

行部を設立（これまで関係づくりをしてきた各国の市
民社会を中心に、地域・課題について代表制の高い
新執行部を設立。

 2016年3月、ケニア・ナイロビでSOMに向けた政策提
言を協議、その後東京にてAfri-canメンバーを交え
逢沢議員表敬、およびAfri-can関係者との意見交換

おもな成果
 CCfA新体制の確立
 2016年本会議に向けたナイロビでのカウンターパー
トとの関係確立



ケニア市民社会との連携に向けた
調査活動（外務省NGO研究会）

上左：ケニア保健NGO連合（HENNET）：ケ

ニアの保健政策へのアドボカシーを行う
ネットワーク団体。

上右：国際家族計画連盟アフリカ地域事
務所にて、ルシアン・クアクウ事務所長と。

下左：アフリカ民主主義・リーダーシップ
研究所（IDEA）のデニス・コデ事務局長。



アフリカ市民協議会（CCfA）新執行部設立と
アフリカ連合との関係構築

左上：CCFA総会の会議風景。ケニアの市民社会

団体が執行部の公正な選出プロセスを取り仕
切った。

右上：開会式での集合写真。寺田達志・在ケニ
ア日本大使も出席。

左下：新執行部設立をアフリカ連合「市民社会・
移民事務所」（CIDO）のジンミ・アディサ所長（右
から３人目）に報告。



TICAD VIに向けたAfri-Canの活動
～2015年度の勉強会と広報イベント



NGO研究会助成事業

重点課題セミナー

TICAD共催団体等と連携し、関

心を持つ市民の方々に向けて、
アフリカ・TICADの重点課題につ

いて紹介・議論

＜計４回＞
・水衛生

・農業と食料
・若者と雇用
・ジェンダー

「深掘り」ワークショップ

アフリカ開発の特定分野につい
てNGOがより深く学ぶためのワー

クショップ

＜計６回＞
・政治・経済概要（２回）
・自然保護と生物多様性
・アフリカの紛争（２回）

・食料

アフリカ開発における重点課題を把握、専門性の強化
⇒NGOの総合的な実施能力の向上を目指す
（プロジェクト実施にとどまらない発信力、提言力、交渉力）



重点課題セミナー
第1回 マダガスカル ー 奇跡の島の魅力と人々の暮らし

日程：2015年8月8日
場所：マダガスカル大使館

マダガスカルの文化、動物、観
光、食事についてマダガスカル
の魅力を知るとともに、人々が
直面している水・衛生の課題に
ついても学ぶ。

マダガスカル大使館セデラ・ランジアンジャフィ氏

WaterAidマダガスカル リンドラ・ラコトジョリマリア氏



重点課題セミナー
第2回 タンザニア ～アフリカの食と音楽の出会い～

日程：2015年12月5日
場所：東京農業大学

タンザニアという国、農業と食
べ物について学び、アフリカ留
学生が日本とアフリカの食や生
活の違いについてトーク。アフ
リカの音楽・ダンスにも触れる。

東京農大志和地先生と留学生のパネルトーク

アフリカダンスグループMAMADOによる太鼓とダンス



重点課題セミナー
第3回 アフリカの次世代を考える

～アフリカの子ども、若者、そして起業～

日程：2016年1月13日
場所：JICA地球ひろば

ガーナのケースを中心に、これ
からのアフリカを担う青少年・
若者について、児童労働、人権
の問題からビジネス、雇用まで、
多面的に考える。

スカイプを通じて講演するILOジュネーブ本部荒井氏

日本で起業したガーナ人クワシ・チェイ・アモアベン氏



重点課題セミナー
第4回 アフリカの女性と躍進 ～ジェンダーと開発～

日程：2016年2月6日
場所：渋谷区公共施設

国を代表して活躍するアフリカ
の女性２名およびリプロダク
ティブヘルスに取り組む団体の
アフリカ局長を招いて、アフリカ
の女性の躍進やジェンダー課
題についてトークセッション。

ヴェネティア・セブダンディ在日ルワンダ大使

トークセッション



深掘りワークショップ

テーマ 講師 実施日

第1回 アフリカ経済と政治
東京大学大学院教授
遠藤貢氏

2015年9月8日

第2回
アフリカの経済（アジア
とアフリカ）

同志社大学教授 峯陽一氏
2015年10月16日

第3回 野生生物保全と開発
国際野生生物保護協会
西原智明氏

2015年11月10日

第4回
アフリカの紛争と平和
構築

ジェトロ・アジア経済研究所
武内進一氏

2016年2月5日

第5回 2016年2月8日

第6回 アフリカの農業と食料
東京農業大学教授 志和地
弘信氏

2016年2月24日



コンゴ共和国の野生動物保全について
講義する西原氏

アフリカの紛争について講義する武内氏

深掘りワークショップ



TICAD VI開催国ケニアのソロモン・マイナ大使

アフリカ外交団TICAD委員会代表の
ブルキナファソ フランソワ・ウビダ大使

NGO研究会報告
～よこはま国際フォーラム



愛・地球博成果発展継承事業
みんなのTICADフォーラム 3月19日・20日（早稲田奉仕園）

 市民がつくる、日本で開催する
「TICAD」として実施

 2日間でのべ218名が参加

★オープニング〜今年はTICAD VI
• 基調講演「2015年ノーベル平和賞受賞チュニジア国
民和解カルテットが築いた対話」
（チュニジア人権擁護連盟副代表 アリ・ザディニ氏）

• アフリカン・ジャーニー（渋谷敦志/写真家）



★課題別セッション
• アフリカの環境と人々の生活
• アフリカの次世代を担う女性とユース
• アフリカと持続可能な開発目標(SDGs)
• アフリカにおける紛争と和解への取組み

★トークセッション
• アフリカと日本の懸け橋になって
～在日アフリカ人によるトークセッション

• アフリカの魅力・ユースの力

★クロージング
TICAD VIに向けた共催者と市民社会の対話

愛・地球博成果発展継承事業
みんなのTICADフォーラム 3月19日・20日（早稲田奉仕園）





TICAD VI市民社会・非国家主体啓発会議（ケニア、6月９日～10日）



TICAD VI市民社会・非国家主体啓発会議（ケニア、6月９日～10日）



ガンビア・セレクンダ市の風景



ガンビア市民社会との戦略会合：セレクンダ市バオバブホテル（6月13-14日）



ガンビア閣僚会議の風景（カイラバビーチホテル、6月16-17日）



ガンビア閣僚級準備会合での市民社会の活動（6月16-17日）


